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ＮＯ！ＴＰＰ
ＮＯ！ＴＰＰ
やっぱり許せません！ＴＰＰ！
地産・地消で職の安全・安心を届けます。
国民皆保険制度を守りましょう！
日本の労働者を大事にして！
とき：２０１４年４月２２日（火）１２：１０～１２：４０
ところ：青い森公園
集会次第
　　　主催者あいさつ
　　　来賓あいさつ
　　　決意表明
　　　集会決議
デモ行進　１２：４０～新町経由・県庁前
４月２２日は、オバマ米大統領が来日する予定日です。その際の日米首脳会談では、対中・露・韓問題や日米軍事同盟などと一緒にＴＰＰについても議題に上ることは必至の情勢です。ＴＰＰは青森県の農業を破壊するだけでなく、国民皆保険や食の安全・安心、労働市場、経済主権、司法権までをも土足で踏み荒らす側面と、日本を他国に売り渡す性格を持っています。ところが安倍首相は、総選挙で「ＴＰＰ断固反対、自民党ウソつかない」とまで言ってかすめ取った数の力を背景に、公約違反の交渉参加を強行したばかりか、どこまで譲歩するかを焦点に定め、今や、自民党の公約や国会決議をも反故にし、米国の意向に沿ってことを進めようとしています。
米国を含めた１１か国の主張は「聖域なき関税撤廃」であり、これ以上安倍政権がＴＰＰにしがみつく理由はどこにも見当たりません。今の安倍政権には、オバマ来日に合わせて、手土産として「聖域」「国益」を損なう譲歩案を提案する危険性があることから、オバマ来日当日に集会を開催することとしたものです。この国を、そして青森県を米国の餌食にさせないためにも多くの参加を組織されるようお願いいたします。
連絡先：青森県労連会館内、青森県農民運動連合会　☎017-729-0023　FAX017-729-0064
主催：ＴＰＰ反対青森県実行委員会
国会決議に従い、ＴＰＰ交渉脱退を求める４．２２青森集会
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